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迫伝子情報分野
竹中修,平井啓久,中村伸,浅岡一雄
<研究概要>
A･1)オランウータンの遺伝的変異性に関する研究
竹中修,田中一上野花子 (教務補佐員)
水野徳子 (技術補佐員)
スマ トラ島北部に生息するオランウータンの個体
群において採取された兼試料を用い,ミトコンドリア
の調節領域の塩基配列を分析した.ボルネオ島個体群
と比較すると.本地域のオランウータンは単系統とみ
なされるものの,遺伝的変異性は高く,内部に少なく
とも3つの系統がみられた.両島間の遺伝的差異はさ
らに大きく,島間では著しく分化が進んでいることが
示された.
A･2)大型類人掛 こおける迫伝的変界性の分析
竹中修,田中一上野花子 (教坊補佐員),
日比野恵美 (技術補佐員).楠本千絵,
田代靖子 (研修員)
コンゴ民主共和国に生息するボノボの社会構造の
解明､および野生チンパンジーにおける個体群間の遺
伝的関係を推定する目的で､現地フィール ドのネス ト
に残された体毛および糞を採典した｡その非役境的な
試料を用い､ミトコンドリアの調節領域の塩基配列を
分析し､種間および典B]間の遺伝的分化を推定した｡
B-I)霊長類の典色体進化に関する研究 (1):チンパン
ジーのゲノム不毛地帯 (RCRO)の転移変異
平井啓久.平井百合子 (技能補佐員)
チンパンジーの染色体に存在する転移性反復配列
からなる種特異的な複合領域 (RCRO と命名)の転移
変異を解析した.第6,14典色体の腕内に転移があり,
しかも個体によって反復の丑が異なることが観顛され
た.
B-2)霊長類の染色体進化に関する研究 (2):チンパン
ジーにおけるrDNAの不活性化に関わるメチル化と-
テロクロマチン位置効果の作用頻嘩解析
平井百合子 (技能補佐員),平井啓久
チンパンジーの核小体形成部位 (NOR)の不活性
化は,メチル化と-テロクロマチンの位置効果による
ことを昨年度明らかにした.それを受けて,霊長類研
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